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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

日本工業規格 JIS 
 X 3016：2010 
 (ISO/IEC 23271：2006) 

共通言語基盤（CLI） 
CLI: Common Language Infrastructure 

 
序文 

この規格は，2006 年に第 2 版として発行された ISO/IEC 23271 を基に，技術的内容及び構成を変更する

ことなく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

 

第 1 章 概念及びアーキテクチャ 

1 適用範囲 

この規格は，異なるシステム環境で，それらの環境の独特な性質を考慮に入れた書換えを行うことなく，

複数の高水準言語で書かれたアプリケーションを動作させることを可能とする共通言語基盤（CLI）を定

義する。 

この規格は次の部分からなる。 

－ 第 1 章 概念及びアーキテクチャ ― ここでは，CLI のアーキテクチャの総覧をし，共通型システ

ム（CTS），仮想実行システム（VES）及び共通言語仕様（CLS）について規定する。さらに，メタデ

ータについての参考情報を示す。 

－ 第 2 章 メタデータ定義及び意味 ― ここでは，メタデータについて規定する。その（ファイル形

式としての）物理的な配置，その論理的な内容（複数の表の集合及び表間の関係）並びにその（仮想

アセンブラとしての ilasm から見た）意味を規定する。 

－ 第 3 章 CIL 命令集合 ― ここでは，共通中間言語（Common Intermediate Language，CIL）命令集

合について規定する。 

－ 第 4 章 プロファイル及びライブラリ ― ここでは，CLI ライブラリの概要を示し，これをプロフ

ァイル及びライブラリへ分割する仕様を規定する。ECMA 335 及び ISO 23271:2006 から入手可能な，

XML 書式で配布される CLILibrary.xml は CLI ライブラリの各クラス，値型及びインタフェースの詳細

を規定する。  

－ 第 5 章 デバッグ情報交換形式 

－ 第 6 章 附属書 次を含む。 

－ アセンブリ言語（ILAsm）で書かれた幾つかのサンプルプログラム。 

－ アセンブラの特定の実装に関する情報。 

－ CIL 命令集合の機械可読記述。このアセンブラによって使用される文法の一部を派生するために使

用する。また，CIL を操作する他のツールも使用する。 

－ 第 4 章のライブラリの設計の中で使用されたガイドライン。 

－ 移植における考慮事項 

 


